
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題

力日

藤

浩

平

は
じ
め
に

〈

I
V

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
今
、
第
二
次
大
戦
後
最
悪
の
不
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
る
。

ス
成
長
に
陥
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
一
九
七
五
年
以
降
初
め
て
の
こ
と
で
あ

一
九
九
三
年
の

E
C経
済
は
マ
イ
ナ

る
。
不
況
の
影
響
は
雇
用
動
向
に
端
的
に
表
れ
、

E
C
全
体
の
失
業
者
は
二

O
O
O万
人
台
（
失
業
率
一
一
一
%
〉
に
乗
る
見
通
し
で

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
雇
用
の
回
復
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
事
態
と
好
対
照
と
な
っ
て
い
る
。

「
大
不
況
」
（
一
九
二
九
年
〉
に
よ
る
大
量
失
業
が
、
世
界
経
済
の
プ
ロ
ず
グ
化
と
大
戦
に
導
い
た
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、
戦
後
の

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
完
全
雇
用
の
達
成
を
経
済
政
策
の
主
要
目
標
に
置
い
た
。
一
九
五

0
年
代
、
六

0
年
代
に
は
農
業
か
ら
離
脱
し
た

E
C域
内
で
の
輸
出
主
導
型
の

豊
富
な
低
賃
金
労
働
力
を
利
用
し
、
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
技
術
導
入
に
よ
り
、

経
済
成
長
が
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
経
済
成
長
の
た
め
に
完
全
雇
用
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
初
頭
に
生
じ
た
オ
イ

ル
シ
ヨ
ヅ
グ
は
、
資
源
と
工
業
製
品
の
交
易
条
件
を
変
化
さ
せ
、
先
進
国
経
済
は
等
し
く
低
成
長
と
雇
用
悪
化
に
陥
っ
た
。
経
済
の

活
動
水
準
が
下
が
れ
ば
雇
用
が
削
減
さ
れ
る
状
況
は
通
例
の
景
気
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
が
、
西
ヨ

l
ロ
y
パ
で

は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
異
な
っ
て
、
そ
の
後
の
景
気
回
復
過
程
に
お
い
て
も
失
業
率
が
低
下
し
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
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西
宮
l
ロ
ず
パ
の
失
業
問
題
は
、
単
な
る
景
気
循
環
上
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、

「
構
造
的
問
題
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

230 

っ
た
の
で
あ
る
。

西
ヨ
l
ロ
y

パ
の
大
量
失
業
の
背
景
に
は
、
先
端
産
業
を
中
心
と
し
た
製
造
業
で
の
国
際
競
争
力
の
低
下
、
企
業
収
益
の
長
期
低

下
傾
向
に
よ
る
投
資
不
足
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
遅
れ
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
更
に
労
働
市
場
の
硬
直
性
の
問
題
が
あ
る
、
と
指
摘

〈

2
〉

〈

3
〉

（

4
V

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

A
・
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
と
H
・
ギ
エ
ル
シ
ュ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
停
滞
を
戦
後
の
行
き
過
ぎ
た
福
祉
国

の
概
念
を
提
唱
し
た
。
と
こ
ろ
で
一
九
八

0
年
代
の
中
頃
か
ら
一
九

家
の
帰
結
と
み
な
し
、
「
ヨ

l
ロ
y
パ
病
」
（
同
5
2
0
－a
g
g

九
O
年
に
か
け
て
、

E
C
の
雇
用
情
勢
に
は
改
善
傾
向
が
現
れ
た
。
市
場
統
合
に
向
け
た
活
発
な
設
備
投
資
と
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一

に
伴
う
ド
イ
ツ
の
内
需
の
拡
大
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
景
気
を
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

E
C統
合
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
体
制

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口

減
少
（
特
に
西
ド
イ
ツ
）
が
労
働
供
給
の
圧
力
を
減
ら
し
、
失
業
問
題
は
自
然
解
消
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い
～
幻
。

の
崩
壊
は
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
を
克
服
す
る
特
効
薬
の
よ
う
に
見
え
た
。
筆
者
も
か
つ
て
、
長
期
的
に
は
、

し
か
る
に
ヨ

l
ロ
y
パ
主
要
国
の
失
業
率
は
一
九
九
二
年
に
入
る
と
再
び
上
昇
し
て
、
官
頭
に
紹
介
し
た
通
り
の
事
態
に
立
ち
至

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
新
た
な
「
階
級
社
会
」
を
生
み
出
し
て
い
る
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
程
で
あ
る
。
目
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
は
、
ド
イ
ツ
の
高
金
利
が
他
の
ヨ

l
ロ
y
パ
諸
国
に
不
況
を

っ
た
の
で
あ
る
。
職
を
持
つ
者
と
持
た
ざ
る
者
と
の
対
立
が
、

波
及
さ
せ
て
い
る
た
め
に
出
現
し
て
い
る
面
も
確
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
視
点
を
も
っ
と
長
く
と
っ
て
み
れ
ば
、

一
九
八

O
年

代
後
半
の
景
気
拡
大
期
に
十
分
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
「
構
造
的
問
題
」
が
、
循
環
的
要
因
に
伴
っ
て
改
め
て
露
呈
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
長
期
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
失
業
問
題
に
対
す
る
理
論
的
取
り
組
み
は
、

論
争
を
引
き
起
こ
し
て
仁
向
。

M
－
フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
よ
る
修
正
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
と
「
自
然
失
業
率
」
概
念
の
提
唱
は
、

マ
ク
ロ
経
済
学
上
の
新
た
な

ス
タ



グ
フ
レ

l
シ
ョ
ン
の
過
程
で
現
実
味
を
帯
び
た
仮
説
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
国
の
経
済
を
マ
グ
ロ
経
済
学
の
理
論

的
枠
組
み
を
用
い
て
実
証
的
に
分
析
す
る
研
究
の
蓄
積
に
乏
し
い
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
（
ま
た
イ
ギ
リ
ス
）

に
お
い
て
、
失
業
の
長
期
化
が
明
白
と
な
っ
た
一
九
八

0
年
代
中
買
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
の
理
論
的
解
明
が
積
極
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

0
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ

l
ド、

R
・
レ
イ
ヤ
ー
ド
等
の
「
ヨ

l
ロ
y
パ
政
策
研
究
セ

（

7
V
 

ン
タ

l
」
（
凸
g
R
O
同
。
吋
同
日
3
8ロ可。－
rU1
盟
主
目

g）
に
集
ま
っ
た
研
究
者
は
そ
の
代
表
的
例
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ヨ

1

R
・
ド

l
y
プ

y

シ
ュ
、

ロ
ッ
パ
に
対
し
積
極
的
な
需
要
拡
大
政
策
を
要
請
す
る
と
き
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
六
年
に
特
別
号
を
組
ん
で
先
進
各
国
の
失
業
問
題
を
扱
っ
た
ペ
ー
パ
ー
を
載
せ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研

『
エ
コ
ノ
ミ
カ
』
詰
叫
は

一
九
八
六
年
の
二
月
と
一

O
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
に
関
す
る
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
を
『
ヨ

〈

9
）

ー
ロ
ッ
パ
の
成
長
へ
の
障
害
、
大
西
洋
聞
の
見
解
』
と
題
す
る
大
部
の
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
。

究
所
は
、

え
て本
み稿
よで
う は
と、

思（以
う~上
。の

研
究
を
利
用
し
ペコ
てコ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
の
原
因
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
、
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加

ヨーロッパの失業問題

（1
）
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）
、
平
成
五
年
一

O
月
三
一
日
の
社
説
。
以
下
の
数
値
も
こ
の
社
説
に
よ
る
。

（
2
）
筆
者
は
か
つ
て
西
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
こ
れ
に
関
す
る
状
況
を
、
五
大
経
済
研
究
所
の
『
構
造
報
告
』
を
利
用
し
つ
つ
整
理
し
た
こ
と
が
あ

る
。
加
藤
浩
平
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
済
成
長
の
停
滞
と
『
構
造
問
題
』
l
一
九
七

O
年
か
ら
一
九
八
二
年
の
考
察
を
中
心
に

l
」
『
経
済
と

経
済
学
』
第
六
二
号
（
一
九
八
八
年
一

O
月
）
所
収
を
参
照
。

（

3
）

K
F
由
留
門
口

E
Z
n
y
J言
回
二
回
巧
S国
間

d
i
p
吾
叩
巧

g
E
H
8
8ロ
開
口

O
E
E
O凹
吋
二
回
目
司
巴
1
N礼

h
gきさい、・
4
0
－－∞－

Q
E叩

同由∞日〉・

（4
）
回
目
同
宮
立
の
目
。
anrwE開
口
H
O
E

－mg田
町
九
二
ロ
日
闘
な
同
問
、
同
）
叫
h
h
R
と
な
さ
守
同
町
H
1
K
M
M
叫h
・

s－
口
同
”
〈
0
2
0
F吋
H
U
∞日）・

（
5
）
加
藤
、
前
掲
論
文
を
参
照
。
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（
6
）
我
が
国
で
の
展
望
論
文
と
し
て
以
下
の
文
献
を
参
照
。
小
泉
進
「
失
業
の
理
論
｜
展
望
｜
」
『
大
阪
大
学
経
済
学
』
第
＝
二
巻
二
・
三
号

（
一
九
八
一
年
一
一
一
月
）
、
植
田
和
男
・
吉
川
洋
「
労
働
市
場
の
マ
グ
ロ
経
済
分
析
」
『
季
刊
現
代
経
済
』
五
七
号
（
一
九
八
四
年
春
季
号
）
、
田

中
康
秀
「
失
業
の
理
論
と
労
働
市
場
分
析
」
『
国
民
経
済
雑
誌
』
第
一
五
四
巻
一
号
（
一
九
八
六
年
七
月
）
。

（
7
）
彼
ら
の
研
究
を
集
め
た
文
献
と
し
て
、
。
－
E
2
巴
B
n
E三
唱
河
口
仏
日
間
2

ロ
D
E
E
m
n
y
g品
目
ロ
E
L
F
U『阻止邑田－－
M
出
向

h目
。
江
者

同
臣
、
。
宮
ぷ
旬
、
。
hhv同号、
HI足
R
3
3
g
s
t
E
h甲町立」「
3
司

HHF同門リ
S
H
2
・E
1
N凶

E3hv言語

h
r
R
b
F
P目
E
L
m白”
E
g
を
参
照
。

（
8
）
同
町
口
足
。
吉
弘
円
余

40－・

8
・
ωロ司
1
0
B
g
f
z
g・

（9
）
河
口
『
目
立

N
－
F
S司
自
ロ
0

・【
UEH－g

F・
ωロ
r己同
N
o
a
m－－
h
a「
「
役
立

H
U
N円
程
可
。
、
宮
詰

C
可。
NGHFHb
吋「む詰旬
bRNSHHHnH1hhHe・

4
『曲目

zaHop
ロ－
p
w
E∞
吋
・
同
書
を
紹
介
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
和
気
洋
子
「
西
欧
経
済
の
明
暗
」
『
世
界
経
済
評
論
』
第
三
二
巻
三
号

（
一
九
八
八
年
三
月
）
、
長
部
重
康
「
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
砦
』
の
形
が
見
え
て
き
た
」
『
中
央
公
論
』
（
一
九
八
九
年
五
月
）
が
あ
る
。

（
叩
〉
本
稿
で
取
り
上
げ
る
諸
研
究
に
つ
い
て
よ
り
理
論
的
な
考
察
と
批
判
を
加
え
て
い
る
唯
一
の
邦
語
文
献
と
し
て
、
有
泉
哲
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
経
済
停
滞
と
失
業
を
め
ぐ
っ
て
」
（
上
・
下
）
『
経
済
評
論
』
一
九
九

O
年
一
・
二
月
号
を
参
照
。
一
般
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
の
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
労
働
経
済
学
か
ら
の
研
究
も
多
い
。
以
下
の
文
献
を
参
照
。
水
野
朝
夫
、
谷
弘
一
一
編
『
先
進
国
失
業

の
構
造
、
「
苦
悩
」
の
実
態
と
背
景
』
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
、
笹
島
芳
雄
『
日
米
欧
の
雇
用
と
失
業

l
労
働
市
場
の
比
較
分
析
｜
』
東
洋
経

済
新
報
社
、
一
九
八
四
年
、
南
亮
三
郎
・
水
野
朝
夫
編
『
先
進
工
業
国
の
雇
用
と
失
業
』
千
倉
書
房
、
一
九
八
五
年
、
橘
木
俊
詔
「
イ
ギ
リ
ス

の
失
業
率
の
高
さ
に
つ
い
て
」
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
第
コ
二
六
号
（
一
九
八
五
年
九
月
〉
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
失
業
問
題
に
つ
い
て
」
『
日

本
労
働
協
会
雑
誌
』
第
三
二
七
号
（
一
九
八
六
年
九
月
）
、
同
「
西
ド
イ
ツ
経
済
の
雇
用
・
失
業
問
題
と
貿
易
問
題
」
『
白
木
労
働
協
会
雑
誌
』

第
三
五
五
号
（
一
九
八
九
年
四
月
）
、
日
本
銀
行
調
査
統
計
局
編
「
欧
州
の
失
業
問
題
に
つ
い
て
」
『
調
査
月
報
』
一
九
八
六
年
三
月
号
、
経
済

企
画
庁
編
『
世
界
経
済
白
書
』
平
成
四
年
版
、
第
二
章
第
四
節
。

失
業
の
推
移
と
そ
の
特
徴

表
ー
に
よ
れ
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
失
業
率
は
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ゲ
グ
以
降
す
う
勢
的
に
上
昇
を
続
け
、

一
九
八

0
年
代
に
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1986-91 

西 ドイ ツ 0.9 3.5 6.3 6.9 

フランス 2.4 4.5 8.3 9.8 

イタリア 5.7 6.6 8.8 11.4 

イギ リス 2.2 4.3 9.8 8.3 

スベイン 2.7 5.3 16.4 18.1 

ベルギー 2.2 5. 7 11. 5 10.6 

デンマ｛グ 1.1 6.1 9.2 6.4 

アイノレランド 5.4 7.6 12.6 16.8 

オランダ 1. 4 4.9 10.1 8.7 

スウヱーデン 2.1 1. 9 2.8 1. 9 

ス イ ス 0.0 0.4 0.6 0.7 

米 国 4.4 6.7 8.0 5.9 

日 本 1. 2 1. 9 2.4 2.4 

失業率の動向（1966～1991年〉（年平均%〉

i附 一73 1 1974ー乃 I 1980-85 1 

表1

は
二
桁
台
の
失
業
率
を
記
録
す
る
国
も
現
れ
た
。
八

0
年
代
半
ば

以
後
改
善
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
九

O
年
以
後
の
景
気

停
滞
期
を
通
し
て
み
れ
ば
そ
の
失
業
率
は
依
然
と
し
て
高
水
準
に

あ
る
。
中
で
も
ス
ペ
イ
ン
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、

イ
タ

経済企画庁『世界経済白書』平成4年版， 206頁。

リ
ア
が
高
失
業
率
を
記
録
し
、

ス
イ
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
更
に

表
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ル
グ
セ
ン
ブ
ル
グ
で

は
失
業
率
が
低
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
の
現
実
は
、
実
は
公
表
さ
れ
た
統
計
数
値

が
示
す
よ
り
も
深
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う

な
理
由
か
ら
、
潜
在
的
失
業
者
が
相
当
数
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

①
失
業
率
の
測
定
が
、

サ
ン
サ
ス
に
よ
る
標
本
調
査
を
基
本
と
す

る
日
米
の
場
合
と
違
っ
て
、
登
録
失
業
者
を
ベ
l
ス
と
す
る
た

め
、
景
気
停
滞
の
た
め
に
就
業
意
欲
を
喪
失
し
た
り
、
公
的
な
職

業
仲
介
機
関
を
通
じ
た
職
探
し
を
断
念
し
た
人
々
（
主
婦
に
多

（

1
）
 

い
）
は
、
求
職
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。

〈出所〕

②
外
国
人
労
働
者
の
一
部
は
非
自
発
的
に
帰
国
さ
せ
ら
れ
て
い
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る。



③
操
短
労
働
者
や
政
府
の
雇
用
促
進
計
画
に
よ
り
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
は
失
業
者
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
、
と
い
う
理
由
に

干
仇
ヲ
匂
。
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し
か
も
こ
の
間
に
ヨ

l
ロ
y
パ
で
は
、
男
子
の
労
働
力
化
率
の
低
下
や
労
働
時
間
の
短
縮
と
い
っ
た
失
業
率
を
引
き
下
げ
る
要
因
が

加
わ
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
態
は
逆
の
動
き
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

失
業
が
こ
れ
程
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
目
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
が
従
来
の
も
の
と
異
質
で
あ
る

（

3
）
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
更
に
目
下
の
失
業
の
固
有
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
一
九
七

0
年
代
初
頭
以
後
、
雇
用
減
が
雇
用
増
を
上
回
っ
て
い
る
。
雇
用
が
増
加
し
て
い
る
分
野
は
主
と
し
て
公
的
セ
ク
タ
ー
で

あ
る
。
（
西
ド
イ
ツ
の
事
例
に
つ
き
後
出
の
表
2
を
参
照
。
）

②
長
期
失
業
者
（
失
業
期
聞
が
一
年
以
上
の
者
）
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
全
失
業
者
に
占
め
る
長
期
失
業
者
の
割
合
は
、

一
九
八
三
年
に
四
六
・
二
%
で
あ
っ
た
が
、

ド

イ

五

九
% 
~ 

上
昇、 フ

ζ~~ 
ス

ツ

イ
ギ
リ
ス
、

イ
タ
リ
ア
の
四
カ
国
の
平
均
で
、

一
九
八
九
年
に
は

③
若
年
層
（
二
五
歳
未
満
）
の
失
業
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ご
く
最
近
（
一
九
九
二
年
第
三
・
四
半
期
）
で
は

E
C全
体
で

（

5
〉

一
八
・
五
%
で
あ
り
、
全
年
齢
の
失
業
率
（
九
・
六
%
）
の
ほ
ぼ
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
技
能
レ
ベ
ル
の
低
い
労
働
者
、
身

体
的
ハ
ン
デ
ィ
ー
キ
ャ
y
プ
を
負
う
労
働
者
の
失
業
が
増
え
て
い
る
。

④
一
国
内
部
で
も
失
業
率
に
地
域
格
差
が
あ
る
。
失
業
率
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
繊
維
、
鉄
鋼
、
造
船
、
石
炭
等
の
構
造
不
況
業

種
の
集
中
す
る
地
域
で
あ
る
。

以
上
の
特
徴
は
④
を
除
け
ば
ア
メ
リ
カ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
七

0
年
代
の
初
頭
以
後
、

ネ
ッ
ト
で
二
五

0
0

万
の
雇
用
増
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
失
業
期
間
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
は
る
か
に
短
か
く
、
若



年
層
の
方
が
雇
用
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、

（
一
九
七

O
I八
四
年
の
聞
で
、

ア
メ
リ
カ
は
年
平
均
二
・
九
%
、

ヨ
I
ロ
y

パ
と
ア
メ
リ
カ
で
は

G
D
P
の
成
長
率
に
大
差
は
な
い
の
で
あ
る

ハ
6
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
二
・
八
%
で
あ
っ
た
）
。

」
の
事
態
は
一
体
ど

の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（1
）
失
業
統
計
の
国
際
比
較
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
文
献
と
し
て
、
加
藤
佑
治
「
激
化
す
る
雇
一
用
失
業
問
題
ー
そ
の
克
服
の
前
提
、

l
失
業

統
計
の
圏
内
お
よ
び
国
際
的
問
題
点
｜
」
『
経
済
』
一
一
一
一
一
五
号
（
一
九
八
三
年
一
一
月
）
を
参
照
。

（2
）
こ
こ
で
の
整
理
は
西
ド
イ
ツ
の
場
合
を
意
識
し
て
い
る
。
者
。
民
間
曲
目
ぬ
吋
S
ロ
♂
白
色
白
回
開
。
巳
m
w
R吋
r
o
Z
S
5
0
S

品。2
m
m由。同

ロロ
O
B
1
0
M『

B
O
R
E
H
F
O
司
色
白
色
列
。
匂
戸
H
E
R
D

問。2
B回
口
可
回
目
ロ
ロ
白
岳
四
回
申
吋
〔
｝
白
川
〉
ロ
何
回
目
V

山岡山口白－

Hロ
4m由民岡田
HFOR－－
Z
H
同
町
。
詰
。
ミ
片
p

ou－ロ日同－
wHV－N
u
－－

（3
）

H
E
R
m自
国
－

u
g
m
o
m
w
d
r
s
r
C
5目
立
O司自
o
E
E
4
F
2
0
5
P
H
H
O宮
司
O
H
2
R
Y
u
g
H
割
、
。
之
、
同
円
。
き

su、u
g－－∞

（ロ目白
m
B
r
o
H
H
U∞日
γ
－u
・ω町民・

〈

4
〉
通
商
産
業
省
編
『
通
商
白
書
』
平
成
五
年
版
、

（5
）
向
上
。

（6
）
し
『
・
回
・
口
。
口
問
。
♂
。
、
－

R
H－u
匂・日目白・

一
一
七
頁
。

ヨーロッパの失業問題

ケ
イ
ン
ズ
型
失
業
か
古
典
派
型
失
業
か

ヨ
l
p
v
パ
で
の
失
業
の
増
大
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
主
流
的
な
見
解
は
、
過
度
に
高
い
実
質
賃
金
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
古
典
派
の
経
済
学
で
は
、
労
働
市
場
の
不
均
衡
は
賃
金
の
伸
縮
性
に
よ
り
自
動
的
に
調
整
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
ピ
グ
ー
が
考
え
た
よ
う
に
実
質
賃
金
が
下
方
硬
直
的
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
失
業
の
生
じ
る
原
因
に
な
る
。

た
と
え
賃
金
を
切
り
下
げ
て
も
失
業
を
減
ら
す
こ
と

論
は
、
賃
金
の
下
方
硬
直
性
を
認
め
つ
つ
も
、
有
効
需
要
が
不
足
す
る
限
り
、

ケ
イ
ン
ズ
の
失
業
理
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は
で
き
な
い
と
想
定
し
て
い
た
。

通
常
の
失
業
は
ケ
イ
ン
ズ
型
失
業
（
有
効
需
要
不
足
）
か
、
古
典
派
型
失
業
（
不
均
衡
実
質
賃
金
）
か
の
ど
ち
ら
か
に
区
別
さ
れ

236 

る
。
オ
イ
ル
シ
ヨ
V

ク
以
後
の
ヨ

l
ロ
y

パ
の
失
業
が
後
者
に
属
す
る
と
い
う
見
解
は
、
我
が
国
の
標
準
的
な
マ
ク
ロ
経
済
学
の
教

科
書
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

「
欧
米
と
日
本
の
賃
金
決
定
方
式
の
相
違
が
も
た
ら
す
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
影
響
は
、
実
は
き
わ
め
て
大

き
い
と
い
う
こ
と
が
、
第
一
次
・
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
か
ら
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
石
油
価
格
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
直
後
、
各
国
の
中
央
銀
行
は
一
様
に
イ
ン
フ
レ
防
止
の
た
め
金
融
引
締
政
策
を
と
り
ま
し
た
が
、
：
：
：
欧
米
諸
国
の
賃
金
決
定

は
ほ
と
ん
ど
景
気
の
悪
化
に
反
応
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
製
品
コ
ス
ト
も
上
昇
せ
ざ
る
を
え
ず
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
持
続
し
た
わ
け
で
す
。
他
方
、
引
締
め
の
浸
透
に
よ
っ
て
製
品
の
売
れ
行
き
が
悪
く
な
っ
た
企
業
は
、
や
む
を
え
ず
レ
イ
オ
フ
な

（

1
）
 

ど
に
よ
る
雇
用
調
整
に
走
っ
た
た
め
、
失
業
率
も
同
時
に
急
上
昇
し
た
の
で
す
」
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
質
賃
金
の
上
昇
は
、
資
金
決
定
方
式
の
あ
り
方
と
オ
イ
ル
シ
ヨ

y

グ
の
出
現

〈

2
）

と
い
う
二
つ
の
要
因
の
結
果
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
通
り
通
常
、

ま
ず
、

労
働
組
合
の
団
体
交
渉
が
強
力
な
た
め
に
、

労
働
生
産
性
の
停
滞

ゃ
、
社
会
保
険
料
の
一
主
負
担
率
の
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
度
に
高
い
賃
金
要
求
が
実
現
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
こ
れ
に
加
え

て
、
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ

γ
ク
が
企
業
の
利
潤
を
取
り
崩
し
た
時
、
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
は
実
質
賃
金
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

失
業
の
原
因
が
過
度
に
高
い
実
質
賃
金
に
あ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
需
要
拡
大
の
た
め
の
拡
張
政
策
は
、
雇
用
を
増
大

さ
せ
な
い
で
イ
ン
フ
レ
を
高
め
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
主
流
的
見
解
は
、

M
・
ブ
ル
い
ぺ
や
D
・
サ

v
九
バ
ら
の
有
力
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
は
も
と
よ
り
、

O
E
C
D
や
各
国
の
政
策
担
当
者
の
聞
に
広
く
行
き
わ
た
っ
た
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
イ
ン
フ
レ
の
高
進

を
恐
れ
て
、
失
業
率
を
引
き
下
げ
る
需
要
拡
大
政
策
を
と
る
こ
と
に
対
し
て
慎
重
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し



た
見
解
も
、
需
要
不
足
に
も
と
づ
く
失
業
の
存
在
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ヨ
ヅ
グ
の
後
の
失
業
の
増

大
の
原
因
は
、
有
効
需
要
の
不
足
に
あ
る
と
す
る
見
解
が
多
い
。
例
え
ば

R
・
ド
l
ン
ブ
y

シ
ュ
は
一
九
七
九

t
八
四
年
の
時
期
に

つ
い
て
、
ォ
l
カ
ン
の
法
則
に
依
拠
し
て
、
失
業
率
を
一
定
の
水
準
に
抑
え
る
た
め
に
は
現
実
の
産
出
高
の
成
長
率
は
低
す
ぎ
る
と

考
え
、
需
要
拡
張
政
策
を
提
唱
し
た
。

一
般
に
、
失
業
率
と
物
価
上
昇
速
度
と
の
ト
レ
イ
ド
・
オ
フ
（
フ
ィ
リ
y
プ
ス
曲
線
の
関
係
）
を
想
定
す
れ
ば
、
需
要
拡
大
に
よ

イ
ン
フ
レ
の
加
速
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
o

し
か
し
「
自
然
失
業
率
」
仮
説
に
依
拠
す
品
川
町
、
現

る
失
業
の
減
少
が
行
き
過
ぎ
れ
ば
、

実
の
失
業
率
が
「
自
然
失
業
率
」
（
Z
〉

H
m
C
H
2
0
5ロロ
o

－Razm
山
口
出
丘
町
O
ロ

E
S
え
ロ
ロ
冊
目
立
O
同日

gφ
を
上
回
っ
て
い
る
限

り
、
需
要
拡
張
政
策
を
と
っ
て
失
業
率
を
引
き
下
げ
て
も
イ
ン
フ
レ
の
加
速
化
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

率
」
と
は
、
失
業
率
が
こ
の
水
準
に
あ
れ
ば
イ
ン
フ
レ
が
加
速
も
減
速
も
し
な
い
と
い
う
、

つ
ま
り
「
自
然
失
業

一
種
の
均
衡
点
に
他
な
ら
な
い
（
フ
ィ

こ
の
「
自
然
失
業
率
」
が
一
定
で
は
な
く
、
現
実

の
失
業
率
と
パ
ラ
レ
ル
な
形
を
と
っ
て
上
昇
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
失
業
と
イ
ン
フ
レ
加
速
度
と
の

ト
レ
イ
ド
・
オ
フ
関
係
が
悪
化
し
た
と
言
い
換
え
ら
れ
る
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
の
右
上
へ
の
移
動
〉
。
「
自
然
失
業
率
」
が
上
昇
し

リ
y
プ
ス
曲
線
が
横
軸
を
区
切
る
点
で
あ
る
）
。

し
か
し
ゃ
っ
か
い
な
こ
と
に
、

ヨーロッパの失業問題

て
、
現
実
の
失
業
率
を
上
回
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
失
業
率
の
引
き
下
げ
は
、

イ
ン
フ
レ
の
加
速
化
と
い
う
リ
ス
ク
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
政
府
は
、
緊
縮
的
な
金
融
、
財
政
政
策
を
と
っ
て
、

イ
ン
フ
レ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
水
準
に
ま
で
現
実

の
失
業
率
が
上
昇
す
る
事
態
を
放
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
「
自
然
失
業
率
」
が
上
昇
し
た
か
と
い
え
ば
、
実

質
賃
金
が
上
昇
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
い
う
実
質
賃
金
の
上
昇
と
は
、
名
目
賃
金
が
消
費
者
物
価
上
昇
率
を
上
回
っ
て
上
昇
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
実
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質
賃
金
と
は
「
実
質
生
産
物
賃
金
」
〈
5
9ご】
B
E
a
d司
話
。
）
の
こ
と
で
あ
り
、
名
目
賃
金
を
生
産
の
付
加
価
値
価
格
で
割
っ
た
値



で
あ
る
。
実
質
賃
金
の
上
昇
と
は
、
現
実
の
実
質
賃
金
が
、
過
去
の
完
全
雇
用
の
時
点
の
整
合
的
水
準
（
労
働
の
限
界
生
産
）
を
上

回
っ
て
い
る
事
態
を
指
し
て
い
る
。
労
働
の
限
界
生
産
は
、
コ
？
プ
H
ダ
グ
ラ
ス
型
の
生
産
関
数
を
想
定
し
て
、
労
働
の
平
均
生
産

238 

〈
労
働
生
産
性
）
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
近
似
的
に
与
え
ら
れ
る
。
現
実
の
実
質
賃
金
と
推
定
さ
れ
た
完
全
雇
用
時
点
の
労
働
の
限

界
生
産
の
比
は
「
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
」
（
羽
田
宮
｜
哲
也
）
と
呼
ば
れ
る
。

M
・
ブ
ル

l
ノ
と

D
・
サ
ッ
ク
ス
は
、
ヨ

l
ロ
V

パ
諸
国
の

（

7
）
 

「
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
計
測
し
、
そ
れ
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
質
賃
金
が
労
働
生
産
性
の

伸
び
を
上
回
っ
て
上
昇
し
た
た
め
に
、
企
業
は
労
働
需
要
を
手
控
え
、
そ
れ
に
よ
り
失
業
が
増
大
し
た
と
い
う
主
張
は
、

け
入
れ
ら
れ
易
い
見
解
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば

O
E
C
D
も
こ
の
観
点
に
立
っ
て
、

ハ
8
V

に
対
し
次
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
主
張
す
る
。

一
般
に
受

「
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
拡
大
が
企
業

①
旧
式
の
設
備
の
稼
動
が
ス
ト
y
プ
さ
れ
、
こ
れ
に
張
り
付
い
て
い
た
労
働
力
を
解
雇
し
た
。

②
資
本
に
よ
る
労
働
の
代
替
が
進
行
し
た
。

③
新
規
の
設
備
投
資
の
意
欲
が
減
退
し
た
た
め
、
後
に
「
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
縮
小
し
た
と
き
も
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
不
足
か
ら
、
生

産
水
準
の
回
復
が
遅
れ
た
。

し
か
し
「
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
議
論
は
、
理
論
的
に
も
、
実
証
的
に
も
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て

〈

9
〉

い
る
。
例
え
ば
P
・
R
－
ク
ル

l
グ
マ
ン
に
よ
る
批
判
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
実
質
賃
金
が
上
昇
す
れ
ば
資
本
に
よ
る
労
働

の
代
替
が
起
こ
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
場
合
こ
れ
に
よ
り
資
本
の
集
約
性
が
高
め
ら
れ
る
。
資
本
集
約
性
の
上
昇
は
、
企
業
に

残
さ
れ
た
少
数
の
労
働
力
の
労
働
生
産
性
を
必
然
的
に
高
め
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
賃
金
ギ
ャ
y
プ
」
は
現
実
の
正
確
な
情

報
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
資
本
に
よ
る
労
働
の
代
替
は
、

「
賃
金
ギ
ャ
y
プ
」
に
関
わ
り
な
し
に
、

ノ
ー
マ
ル
な

プ
ロ
セ
ス
↑
で
あ
る
と
ク
ル
l
グ
マ
ン
は
主
張
す
る
。
例
え
ば
日
本
は
高
貯
蓄
国
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
資
本
集
約
性
が
高
め
ら
れ



た
。
し
か
し
日
本
は
同
時
に
労
働
生
産
性
を
上
回
っ
て
実
質
賃
金
を
上
昇
さ
せ
、

一
九
六

0
年
代
末
以
後
に
労
働
分
配
率
を
顕
著
に

増
大
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の
失
業
率
は
低
位
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
実
質
賃
金
が
不
均
衡
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
、
と
グ
ル

l
グ
マ
ン
は
考
え
る
。
と
は
い
え
「
賃
金
ギ
ャ
y

プ
」
に
対
す
る
多
く
の
批
判
は
、
そ
の
計
測
手
法
に
関

（

却

）

わ
る
も
の
で
あ
り
、
過
剰
な
実
質
賃
金
が
ヨ

1
ロ
V

バ
の
失
業
を
増
大
さ
せ
た
と
い
う
主
張
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

c
・
L
・
シ
ュ
ル
ツ
は
、
実
質
賃
金
の
動
向
が
、
イ
ン
フ
レ
と
失
業
の
同
時
解
決
を
迫
ら
れ
た
マ
ク
三
位
清
政
策
の
内
容
と
無
縁

〈

日

）

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

ヨ
l
ロ
y

パ
諸
国
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
内
容
を
振
り

一
九
六

0
年
代
末
の
「
賃
金
爆
発
」
ハ
4
3
m
O
2
1
2日

Oロ
〉
に
よ
る
名
目
賃
金
の
上
昇
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ

y

ク
、
そ
し
て
生
産
性
の
停
滞
が
失
業
と
イ
ン
フ
レ
を
同
時
に
悪
化
さ
せ
た
。
一
九
七

0
年
代
の
中
頃
以
後
、
雇
一
用
促
進
計
画
の
た
め

の
新
た
な
歳
出
と
、
既
に
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
社
会
保
障
支
出
の
歳
出
増
加
が
重
な
っ
た
上
に
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下

返
っ
て
み
よ
う
。

で
歳
入
が
減
少
し
た
た
め
、
主
要
国
の
財
政
は
大
幅
の
赤
字
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
失
業
は
減
少
せ
ず
、
そ
う
か
と
い
っ
て
イ
ン
フ

レ
の
加
速
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ

y
ク
を
受
け
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
は
、
需
要
の
冷
え
込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
財
政
赤
字
の
削
減
と
イ
ン

ヨーロッパの失業問題

フ
レ
抑
制
の
た
め
に
、
強
力
な
需
要
抑
制
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
金
融
が
引
締
め
ら
れ
た
た
め
に
民
間
投
資
と
消
費
が

減
退
し
た
。
ま
た
構
造
的
な
財
政
赤
字
を
削
減
す
る
べ
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
は
、
補
助

金
を
切
り
つ
め
る
の
で
は
な
く
増
税
と
社
会
的
賦
課
金
の
引
き
上
げ
を
断
行
し
た
（
フ
ラ
ン
ス
も
遅
れ
て
こ
れ
に
同
調
し
た
）
。

同

時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
レ
ガ
ノ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
金
融
は
引
締
め
ら
れ
た
が
財
政
は
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
・
ミ
y

ク
ス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
金
融
も
財
政
も
引
締
め
る
強
硬
な
抑
制
政
策
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
生

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
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産
的
投
資
の
収
益
率
が
金
融
資
産
の
収
益
率
を
下
回
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
生
産
的
投
資
が
手
控
え
ら
れ
た
た
め
、
新
た
な
雇
用



は
創
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
公
共
投
資
へ
の
歳
出
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
た
め
、
建
設
業
で
の
雇
用
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
八

0
年
代
前
半
に
は
、

イ
ン
フ
レ
は
沈
静
し
た
が
、
失
業
が
大
幅
に
増
大
し
て
し
ま
っ

240 

た
以
上
の
経
済
政
策
の
転
換
を
受
け
て
実
質
賃
金
に
変
動
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

コ
ッ
プ
H
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
関
数
を
用
い
た

ハ

uv

プ
ル
l
ノ
と
サ
ッ
ク
ス
の
計
測
に
つ
い
て
は
既
に
言
及
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
現
実
を
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
C
E
S
生

〈

臼

〉

産
関
数
を
用
い
た
J
・
R
・
ア
ル
ト
P

ス
の
計
測
に
よ
っ
て
も
、
確
か
に
一
九
七

0
年
代
を
通
じ
て
「
賃
金
ギ
ヤ
y
プ
」
の
上
昇
が

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
西
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
五
%
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一

O
%の
上
昇
で
あ
っ
た
。
し
か
し

一
九
七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
の
初
頭
に
ピ

l
ク
に
達
し
た
「
賃
金
ギ
ヤ
ヅ
プ
」
は
そ
の
後
安
定
化
、
減
少
化
の
傾
向
を
示
す
の

で
あ
る
。
実
際
こ
の
時
期
に
は
賃
上
げ
は
抑
制
気
味
に
さ
れ
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
は
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
し
て
出
現
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
以
上
の
経
過
を
踏
ま
え

れ
ば
、
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
一
九
七

0
年
代
中
頃
の
失
業
と
一
九
八
0
年
代
初
頭
の
失
業
で
は
そ
の
原
因
が
異
な
る
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
前
者
は
実
質
賃
金
の
過
度
の
上
昇
に
原
因
を
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
古
典
派
型
の
失
業
で
あ
り
、
後

者
は
需
要
不
足
に
原
因
を
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
ケ
イ
ン
ズ
型
失
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
八

0
年
代
初
頭
以
後
の
失
業
が
需
要
不
足
型
（
ケ
イ
ン
ズ
型
）
失
業
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
、

「ヨ

I
ロ
y
パ
政
策
研
究
セ

ン
タ
l
」
の
有
力
経
済
学
者
に
共
通
す
る
見
解
で
あ
る
。

R
・
レ
イ
ヤ
ー
ド
を
始
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
、
「
自
然
失
業
率
」

と
現
実
の
失
業
率
の
関
係
に
つ
い
て
、
図
ー
に
示
す
よ
う
な
動
向
が
あ
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
～
初
。
つ
ま
り
「
自
然
失
業
率
」
は

一
九
七

0
年
代
中
頃
以
後
、
こ
の
水
準
は
常
に
現
実
の
失
業
率
を
上
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
八

0

年
代
の
初
頭
以
後
に
は
イ
ン
フ
レ
の
加
速
度
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
以
後
に
な
る
と
現
実
の
失
業
率
が
「
自
然
失
業

一
貫
し
て
上
昇
し
て
お
り
、



「自然失業率」と現実の失業率の関係図1

失業率

現実の失業率

率業技
〆

酎
〆

〆d
F
 d

F
 

日
F

〆 f’H
a” ，， ，， 

d” ，，， ,.. _.. 

率
」
を
追
い
越
し
て
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
わ
け

年次

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
一
九
八

0
年
代
初
頭
以
後
の
大
量
失
業
の
下

に
あ
っ
て
は
イ
ン
フ
レ
を
伴
わ
ず
に
需
要
を
拡
大

す
る
政
策
を
と
る
余
地
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
研
究
者
は
、
周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
政

1980 

と
り
わ
け
西
ド
イ
ツ
政
府
に
対
し
内
需
拡

大
策
を
と
る
こ
と
を
要
請
し
、
ヨ

l
ロ
V

パ
経
済

の
「
機
関
車
役
」
を
果
す
こ
と
を
期
待
す
る
際
の

府
が
、

理
論
的
根
拠
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
の
原
因
を

需
要
不
足
に
帰
せ
る
に
せ
よ
、
過
剰
な
実
質
賃
金

に
帰
せ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
解
釈
で
は
ヨ

l
ロ

ッ
パ
の
失
業
が
な
ぜ
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る

の
か
に
つ
い
て
首
尾
一
貫
し
た
説
明
が
つ
か
な
い

の
で
あ
る
。
ギ
エ
ル
シ
ュ
は
西
ド
イ
ツ
の
設
備
稼

動
率
の
動
向
に
注
目
す
れ
ば
、
少
く
と
も
西
ド
イ
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ツ
に
お
い
て
一
九
七
七

t
八
O
年
と
一
九
八
五
I



吋
o
制

り
ν
蝉

臨
時

叫
回

同
叩

州
出
J
ν
f
定。

l
長
＜
O
叶

記
尽

幅
制

岩
m

ー
且

払
"( 4t1

設
や

「
酬

砕
内

キ
h
。1'-J

~t-B<出
会
三
~
：
；
J
壊
も
記
Q
垣
但
会

JI民
ト
主
」

.,Gl-5ミ
4ミ
」
ミ
必
ト
司
く
制
~
~
空

1!1+<.....)1--'
ム

t-0
Q
 '{-I
，
時
的
。
時

J
品JIυ

m－
且

払
0く

Q

4く
剛
司
く
事
＊
Q
垣
Q
制

4く
~
匝

H5.[AJ
.....）ν

，
,IR通
信
感
Q
軍
制
宰

lfilil困
·
~
卑
壊
れ
J~t-O

』J
戸!Jls!.~ t-00 

〈同〉
-It
や
磁
『

Fく
E

¥>'"" 
n
樹
拠
地
作
』
総

11
蛍

P
ta+t／

詰
結
記
C
l
~
く
同
社
）
＇

111,
く
同
同
。

(c<1) 
C. 

L. 
Schultze，“

Real W
a
g
e
s
,
 Real W

a
g
e
 Aspirations, 

a
n
d
 U

n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 
in 

E
u
r
o
p
e九

in:
R
.
 
Z. 

Lawrence, 

C. 
L. 

Schultze 
eds., 

op. 
cit., 

p. 233. 

（的）
M
i
c
h
a
e
l
 B

r
u
n
o，“

A
g
g
r
e
g
a
t
e
 S
u
p
p
l
y
 a
n
d
 D

e
m
a
n
d
 Factors 

in 
O
E
C
D
 U
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
:
 A

n
 U
p
d
a
t
e九

in:
Econo・ 

mica, op. 
cit., 

pp. S35-52. 

〈
吋

Jeffrey
D
.
 Sachs，“

H
i
g
h
 
U
n
e
m
p
l
o
y
皿
ent

in 
E
u
r
o
p
e
:
 Diagnosis 

a
n
d
 
Policy 

Implications", 
N
B
E
R
 W
o
r
k
i
n
g
 

Paper N
o
.
 1830, 

(February 
1986) .

 .
Y
e、
1
i道
霊
主
」
営

M
.
 B
r
u
n
o
,
 
J. 

D
.
 
Sachs, 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
 
o
f
 W
o
r
l
d
w
i
d
e
 Stagna-

tion, 
H
a
r
v
a
r
d
 University P

re~s, 
1985. 

〈由）
R
u
d
i
g
e
r
 
D
o
r
n
b
u
s
c
h，“

U
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
:
 
E
u
r
o
p
e’E

 Challenge 
of 

the 
’80s”，

in: 
Challenge, 

S
e
p
t
e
m
b
e
r
-
O
c
t
o
b
e
r
 

1986, 
p. 14£. 

（∞〉
「佃毒号

,!Jく事眠時」
Q
題
4NAJ,¥J

Q;;t;;
罵

1
H
'
.
'
,
Y
Q
緑艇や｛鍾..＼），..）

ν
’

四i:、
民
逝
司
く

I!'\>'
、
且
組
封

15:f!小
AJta+tQllR吉霊-IE~＇

主
主
語
令
、

r

t
ι
Q
q
:
:本』

j民
社
説
爆
様
騨

:jl.!
CI
長
く
く
叶
）
＇
総
川
~
時

tゐ
ii\主J

J二。

（ト〉
＊
組
〈
的
〉
（
司
）

Q,p{鑑
会

J.1~§
！
主
。
制
4」
令
示
、
、
κ
:
f
u
~

・
υ

・爪去を，：；，..＼）哨くは阻
tム
ヤ
示
会

l殺磁..＼）..）ド
Lと

t
'
~
＼
$
号
点
以
’
Michael

C. 

Burda, 
J. 

D
.
 Sachs，“

Assessing H
i
g
h
 U
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 
in 

W
e
s
t
 
G
e
r
m
a
n
y九

in:
T
h
e
 
W
o
r
l
d
 E
c
o
叫
o
m
y
,

vol., 
11, 

(
D
e
c
e
m
b
e
r
 
1988）

演
時
時
。

(ao) 
O
E
C
D
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Outlook, 

no. 3
7
 
(Jun

巴
1985),

p. 
30. 

(a,) 
Paul R. 

K
r
u
g
m
a
n，“

S
l
o
w
 G
r
o
w
t
h
 
in 

E
u
r
o
p
e
:
 Conceptual 

Issues", 
in: 

R. 
Z. 

L
a
w
r
e
n
c
e
,
 
C. 

L. 
Schultze 

eds., 

op. 
cit., 

p. 62. 

可
4

ふ
司



（
叩
）
「
賃
金
ギ
ャ
ッ
プ
」
概
念
へ
の
批
判
に
つ
い
て
他
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
。
・
「
ω
ロ
E－

zp
。、－

n
む
・
二
戸
日
R
R
Y
閃
R
T

国oEHN可但門出国炉問。－moHω口HH出回目。品目口問
w

同，F国＼E同

sh吉弘、色町同国喝、。官、札同町烏丸町h。＼司Haw－
h
司Hh円。SMWSU、
言

C
m『
ミ
ミ
H－yw
【
U

曲目－

F
H
E
m
O
W
E
S
－
同
Y
E
N
－
有
泉
哲
、
前
掲
論
文
。

（
日
）
の
－

F
・
ω口F
己同NO－－、－

R
H・・也－
N
臼叶・

（
ロ
〉
阿
川
・
H
N
・
関
同
口
町
田
回
H
r
。
h
v

・江戸
u

唱・

8
・

〈
日
）
M
R
A
Z
B
H
P
K
F
2
5
・

z
H
，
r盟国
O
A
回
目
z
r
p
H
B
H
N
O
包
巧
曲
四
日
H
U
Z
出
3
0
F
2
2
u
k
r
口
開
目
立
江
口
白
日
開
dg－
g
E
O
E
J
H宮
町

ω
S
R

司自HUmHmr40－・ωH（ん『ロロ白H甲山凶
AH）・

（M
〉
司
・
同
・
同
日
向
自
由
口
”
。
k
v

－
R
H－w
H
Y
町
mw
－

〈
日
）
国
－
E
O
H
E
r
m
昨
日
白
戸
”
。
、
・
円
む
・
ニ
Y
E
a
－
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
設
備
稼
動
率
は
、
一
九
七
九
年
と
一
九
八
九

年
に
ピ
1
ク
に
達
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
ブ
l
ム
の
時
期
で
あ
っ
た
一
九
七
O
年
と
一
九
七
三
年
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

労
働
市
場
の
硬
直
性
と
「
構
造
的
失
業
」

1 

「

U
V
カ
l
ブ」

ヨーロッパの失業問題

労
働
力
の
超
過
供
給
と
超
過
需
要
の
組
み
合
わ
せ
を
示
す
曲
線
は
「
ビ
ヴ
ァ
レ
y

ジ
曲
線
」
と
呼
ば
れ
る
。
縦
軸
に
失
業
率
（
U
）、

横
軸
に
未
充
足
求
人
数
（
V
）
を
と
る
こ
と
か
ら
「
U
V
カ
I
ブ
」
と
も
呼
ば
れ
る
（
図
2
参
照
〉
。
「
U
V
カ
I
ブ
」
と
四
五
度
線
と

の
交
点
は
、
失
業
者
数
日
未
充
足
求
人
数
の
状
態
を
示
し
、
こ
の
点
で
労
働
市
場
は
均
衡
し
て
い
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
こ
の
状
態
は
、

た
と
え
ば
産
業
構
造
の
転
換
に
伴
っ
て
一
時
的
に
生
ず
る
需
給
の
ミ
ス
マ
V

チ
ハ
「
摩
擦
的
失
業
」
）
の
場
合
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
前
段
で
み
た
需
要
不
足
を
原
因
と
す
る
ケ
イ
ン
ズ
型
失
業
も
、
実
質
賃
金
の
不
均
衡
を
原
因
と
す
る
古
典
派
型
失
業
も

共
に
、
同
一
の
「
U
V
カ
l
プ
」
上
で
未
充
足
求
人
数
が
低
下
す
る
動
き
と
し
て
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ヨ

l
ロ
y
パ
で
現
実
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に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
未
充
足
の
求
人
数
は
一
定
で
あ
り
な
が
ら
失
業
率
だ
け
が
上
昇
す
る
動
き
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。



UV曲線図2

u 

こ
れ
は
「
U
V
カ
I
ブ
」
が
原
点
か
ら
右
上
に
移
動
す

244 

る
こ
と
で
あ
り
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
程
度
が
よ
り
深
刻
に

V 

な
る
事
態
を
意
味
し
て
い
る
。
「
U
V
カ
l
ブ
」
の
右
上

へ
の
移
動
は
二
つ
の
要
因
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

一
つ
は
「
摩
擦
的
失
業
」
が
増
大
す
る
場
合
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
労
働
力
の
地
域
問
、
職
種
問
、
産
業
分
野

聞
の
移
動
を
阻
害
す
る
制
度
的
要
因
の
影
響
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
失
業
は
「
構
造
的
失
業
」
と
呼
ば
れ
る
。

2 

「
摩
擦
的
失
業
」

ま
ず
「
摩
擦
的
失
業
」
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て

お
こ
う
。

産
業
構
造
の
転
換
に
伴
う
失
業
率
の
地
域

別
、
産
業
別
格
差
は
決
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
固
有
の
間

題
で
は
な
い
。
固
有
の
問
題
は
、
こ
の
格
差
が
一
向
に

解
消
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
長
期
失
業
者
が

。

増
大
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
般
に
失
業
率
が

一
定
で
あ
っ
て
も
同
一
人
物
が
失
業
し
続
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
失
業
プ
l
ル
に
流
入
す
る
者
も
あ
れ



ば
、
そ
こ
か
ら
退
出
す
る
者
も
あ
る
。

ヨ
l
戸
ず
パ
の
失
業
問
題
の
特
徴
は
、

一
旦
失
業
プ
l
ル
に
流
入
し
た
者
が
、
自
発
的
で
あ

れ
、
非
自
発
的
で
あ
れ
、
こ
の
プ
l
ル
か
ら
容
易
に
退
出
し
な
い
と
い
う
行
動
パ
タ
ー
ン
、
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
発
的
に
失

業
期
聞
が
長
期
化
す
る
の
は
寛
大
な
失
業
保
険
制
度
の
影
響
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
失
業
者
の

技
能
の
低
下
や
企
業
側
の
採
用
に
お
け
る
選
抜
の
た
め
に
、
自
ら
求
め
て
も
再
雇
用
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
場
合
が
多
く
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
段
で
立
ち
入
っ
て
論
じ
ら
れ
る
。

3 

労
働
市
場
の
硬
直
性

制
度
的
要
因
に
よ
り
労
働
力
の
移
動
が
阻
害
さ
れ
（
労
働
市
場
の
硬
直
性
〉
、

そ
の
た
め
に
失
業
率
が
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
指

摘
は
、
特
に
西
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

R
・
ゾ
ル
ト
ヴ
ェ
l
デ
ル
の
研
究
は
こ
の
観
点
を
前
面
に
出
し
て
い

る
。
労
働
市
場
の
硬
直
性
を
高
め
て
い
る
要
因
は
、

ω賃
金
決
定
方
式
、

ω雇
用
保
護
の
た
め
の
法
律
、
解
雇
手
当
の
給
付
、

ω失

の
三
つ
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。

業
保
険
金
の
給
付
、

賃
金
決
定
方
式

ヨーロッパの失業問題

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
は
一
般
に
職
種
別
の
賃
金
体
系
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
年
齢
聞
の
賃
金
格
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
こ
と
が
初
任
給
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
若
年
層
の
失
業
率
を
上
昇
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
職
種
聞
の
賃
金

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
は
賃
金
格
差
の
縮
小
が
最
も
顕
著
な
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
組
合
運
動

格
差
も
縮
小
し
て
き
て
い
る
。

の
展
開
に
よ
っ
て
、
団
体
交
渉
方
式
に
よ
る
賃
金
決
定
が
未
組
織
労
働
者
や
零
細
企
業
の
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
労
働
者
を
カ
バ

ー
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
の
全
国
組
合
が
「
連
帯
賃
金
政
策
」
を
推
し
進
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め

一
九
七

0
年
代
末
に
は
職
種
横
断
的
な
賃
金
の
平
等
化
を
実
現
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
労
働
組
合
の
運
動
も
さ
る
こ
と
な
が



表2

農林業 - 329 - 214 - 123 - 267 

工 業 -1, 403 + 316 - 879 - 154 

エネルギー，鉱業 17 4 ＋ 9 30 

製造業 ーし日34 + 202 - 715 十 317

建設業 - 352 + 118 - 173 - 133 

商業・輸送（各種サービス業含む〉 63 + 145 - 133 十 266

保険・金融 + 295 + 442 十 210 + 803 

公共機関 + 271 + 285 十 125 + 219 

公益法人 ＋ 45 + 124 ＋ 71 + 209 

｜ーー1,184 I +1,098 I - 729 I 
｜ー－1,455 I + 813 I - 854 I 
｜ー－1,500 I + 689 I - 925 I 

Sourc巴： HerbertGiersch et al., The fadinrs miracle, Four d旨cadesof 

mar正eteconomy in Germany, Cambridg丸 1992,p. 199. 

西ドイツ，雇用の部門別増減 （単位： 1,000人〉

｜四73-7吋m ～8吋19印～83年11回日昨

+1. 384 

+l, 165 

+ 956 

すべての部門

民間部門（公益法人も含む〉

民間企業（公益法人は除く〉

ら
、
物
価
上
昇
に
連
動
し
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
最
低
賃
金
制
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の
導
入
が
賃
金
の
国
民
的
平
等
化
を
も
た
ら
し
た
。
イ
タ
リ

ア
の
ス
カ
ラ
・
モ
ピ

l
ラ
も
同
様
の
役
割
を
果
し
た
。

「
賃
金
は
す
べ
て
シ
ュ
ト
ワ
ッ

ト
ガ
ル
ト
の
化
学
工
業
労
働
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と

言
わ
れ
る
程
に
、
団
体
交
渉
に
よ
る
賃
金
決
定
が
、
他
の
エ

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、

リ
l
ト
産
業
の
分
野
で
取
り
決
め
ら
れ
た
高
い
協
約
賃
金
の

水
準
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

職
種
問
、
産
業
分
野
聞
の
賃
金
格
差
の
縮
小
は
雇
用
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

M
・
ブ
ル
ダ
と
J

サ
ッ
ク
ス
は
、

一
般
に
高
賃
金
で
あ
る
製
造
業
と
、

般

に
低
賃
金
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
聞
で
の
雇
用
の
増
減
の

関
係
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
比
較
研
究
を
行

〈

4
〉

っ
た
。
西
ド
イ
ツ
は
両
産
業
分
野
聞
の
賃
金
格
差
が
少
な

く
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
が
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

ぃ
。
表
2
に
よ
れ
ば
、

一
九
七
三

t
七
六
年
と
一
九
八

O
l

八
三
年
の
両
期
間
に
お
い
て
西
ド
イ
ツ
で
は
す
べ
て
の
部
門

を
合
計
し
て
ほ
ぼ
二

O
O万
の
一
用
が
失
わ
れ
た
が
、
そ
の



ほ
と
ん
ど
は
工
業
（
特
に
製
造
業
）
部
門
で
の
雇
用
削
減
で
あ
っ
た
。
逆
に
雇
用
を
増
大
さ
せ
た
の
は
公
務
員
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
産

業
で
あ
る
。
し
か
し
ブ
ル
ダ
と
サ
ッ
ク
ス
の
研
究
に
よ
れ
ば
西
ド
イ
ツ
に
比
べ
ア
メ
リ
カ
で
は
、
同
時
期
に
製
造
業
で
の
雇
用
の
減

少
は
よ
り
僅
か
に
止
ま
り
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
雇
用
増
大
は
一
層
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
間
に
ア
メ
リ
カ
で
は
両

産
業
の
聞
の
賃
金
格
差
が
一
層
拡
大
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
産
業
聞
の
賃
金
格
差
が
伸
縮
的
な
ア
メ
リ
カ
は
低
賃
金
雇
用
を
急
激
に

増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
で
は
組
織
労
働
者
と
未
組
織
労
働
者
の
聞
に
約
二

O
%に
及
ぶ
賃
金

格
差
が
あ
り
、
労
働
コ
ス
ト
の
負
担
の
上
昇
を
嫌
っ
た
経
営
側
が
組
織
労
働
者
を
排
除
す
る
活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

(2) 

雇
用
保
護
の
条
例

コ
モ
ン
ロ
ー
（
英
米
法
）
で
は
、
雇
用
契
約
は
雇
主
側
の
意
思
に
則

し
て
解
約
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
が
、
大
陸
法
で
は
解
雇
に
は
「
正
当
な
理
由
」

C
C
2
8
5
0）
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
上
正
規

〈

7
〉

の
手
続
き
と
相
応
の
解
雇
手
当
の
支
給
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
雇
用
保
護
の
条
例
は
、
一
九
七

0
年
代
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
易
な
解
雇
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
た
た
め
に
雇
主
側
に
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
雇
用
保
護
の
条
例
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ヨーロッパの失業問題

っ
て
解
雇
の
負
担
が
高
め
ら
れ
た
（
一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
経
営
側
の
反
発
に
よ
り
規
定
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
）
。

ア
メ
リ
カ
で

は
解
雇
の
た
め
の
「
正
当
な
理
由
」
が
要
求
さ
れ
る
の
は
公
務
員
の
場
合
と
、
民
間
で
は
団
体
交
渉
の
協
約
事
項
に
そ
の
旨
の
取
り

ヨ
1
ロ
ヅ
パ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
レ
イ
オ
フ
の
よ
う
な
雇
用
契
約
の
短
期
中
断
の
規
定
は
元
来
な

決
め
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

ぃ
。
解
雇
の
場
合
で
も
法
律
に
よ
り
解
約
告
知
期
聞
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
厳
格
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は

も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
間
で
は
雇
用
保
護
の
程
度
に
相
違
が
あ
る
。
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「
採
算
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
だ
け
で
は
解
雇
の
「
正
当
の
理
由
」
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
両
国
で
は
雇
主
は
解
雇
が
正
式
に



国

フランス

職種の転換
6.6 6.2 5.2 4.8 3.4 

5.0 4.6 3. 7 3.4 2.6 

男 4.0 3.6 2.8 2.8 2.6 

女 3.4 3.5 2.6 2.5 2. 7 

勤務先企業の転換（
男 6.3 6.1 3.8 3. 7 2.8 

女 5.1 5.5 3.0 3.0 2.5 

スウェーデン

離職率 2. 7 1. 9 1. 8 1. 6 1. 3 

解職率 3.0 2.3 2.0 1. 7 1. 6 

イギリス

勤務先の転換
14.0 10.8 10.0 6.0 

18.0 13.5 13.0 9.0 

解職率 2.9 2.5 2.4 2.0 1. 7 

アメリカ

離職率 2.4 2.3 1. 8 1. 9 1. 3 

解職率 4.8 4.4 4.2 2.4 3.6 

表3 労働力のモピリティー 1968～84年 （年平均%〉

l労働者I1968～ I 1971～ I 1974～｜肌～ 11981～ 
の性別｜ 70年 1 73年 1 77年 1 80年 84年

Sourc巴： RobertZ. Lawrence, Charles L. Schultze eds., Barriers to Euro-

pean Growth, Washington, D. C., 1987, p. 190. 

数値の計算年次には若干のずれがある。

承
認
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
対
象
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と
な
る
労
働
者
に
対
し
て
レ
イ
オ

フ
で
は
な
く
操
短
労
働
や
再
訓
練

を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
メ
リ
カ
と

比
べ
た
場
合
、
労
働
者
が
二
定
の

企
業
に
在
職
す
る
期
間
が
長
く
、

転
職
率
が
低
い
。
従
っ
て
雇
用
保

護
の
条
例
が
労
働
力
の
モ
ピ
リ
テ

ィ
ー
を
低
下
さ
せ
て
い
る
面
は
確

か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
、

段最
す近
るの
よ「
う〈好
に旦率

賃
在金
職理
期論
間」

のが
長示

期
化
は
経
営
側
の
合
理
的
な
選
択

の
結
果
で
も
あ
る
。
経
営
側
が
有

能
な
労
働
力
を
高
い
ス
グ
リ
1

（注〉

ン
グ
・
コ
ス
ト
を
か
け
て
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
彼



ら
の
在
職
期
聞
が
長
く
な
け
れ
ば
経
営
側
に
と
っ
て
割
に
あ
わ
な
い
。
ま
た
、
も
し
も
「
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
」
が
急
カ
l
ブ
に
な

っ
て
い
れ
ば
（
年
功
昇
給
制
）
、

有
能
な
労
働
力
で
あ
る
ほ
ど
将
来
の
高
賃
金
を
う
る
た
め
に
就
業
初
期
の
低
賃
金
に
耐
え
る
乙
と

が
で
き
、

そ
の
た
め
在
職
期
聞
は
長
期
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
労
働
力
の
モ
ピ
リ
テ
ィ
l
の
低
下
は
経
済
的
に
望
ま
し

い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
固
有
の
現
象
と
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
労
働
力
の
モ
ピ
リ
テ
ィ

1
の
低
下
が
、
こ
う
し
た
「
効
率
賃
金
理
論
」

の
示
唆
す
る
動
機
で
生
じ
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
固
有
の
労
働
市
場
の
硬
直
性
の
結
果
で
あ
る
の
か
、
判
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
表

3
に
示
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
転
職
率
は
、
明
ら
か
に
一
九
七

0
年
代
以
後
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
が
、

R
・
I
－
フ
ラ
ナ

（

9
）
 

ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
労
働
市
場
の
硬
直
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
需
要
不
足
の
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
転
職
率
が
低
い
理
由
は
、
求
人
の
減
少
、
女
性
の
在
職
期
間
の
長
期
化
、
大
企
業
体
制
化
だ
と
い
う
の
だ
。
イ
ギ
リ
ス
に

つ
い
て
も
求
人
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
表
3
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
離
職
も
合
わ
せ
た
そ
の
転
職
率
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ
で
も
転
職
率
は
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
り
高
い
が
、
そ
れ
は
レ
イ
オ
フ
の
影
響
が
あ
る
。

（

叩

）

フ
ラ
ナ
ガ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雇
用
保
護
の
条
例
が
い
く
つ
か
の
点
で
そ
の
有
効
性
を
喪
失
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

ヨーロッパの失業問題

ず
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
条
例
は
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
の
条
例

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
労
働
者
に
手
厚
い
も
の
で
は
な
い
。

で
は
、
解
雇
の
「
正
当
の
理
由
」
と
し
て
労
働
者
の
技
能
喪
失
、
品
行
、
採
算
上
の
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ス

ウ
ェ
l
デ
ン
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
解
雇
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
が
労
働
裁
判
所
に
対
し
て
な
さ
れ
て
も
、
退
職
手
当
の
支
給
に

し
か
も
全
労
働
者
が
雇
用
保
護
条
例
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
六
カ
月

よ
り
示
談
に
さ
れ
る
件
数
が
多
い
と
い
う
。

か
ら
二
年
程
度
の
就
労
を
既
に
果
し
て
い
る
労
働
者
に
限
っ
て
法
的
保
護
の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
臨
時
雇
い
、
パ
ー
ト
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・
タ
イ
マ
ー
、
零
細
企
業
の
労
働
者
は
法
的
保
護
の
対
象
外
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雇
用
保
護
の
条
例
は
終



身
雇
用
を
保
障
す
る
も
の
で
な
い
以
上
、
そ
の
枠
内
で
は
レ
イ
オ
フ
が
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
レ
イ
オ
フ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
申
請
さ
れ
た
レ
イ
オ
フ
の
九

O
%は
所
管
の
監
督
官
に
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
て

解
雇
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
失
業
に
陥
っ
た
者
が
全
失
業
者
の
中
で
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
ア
メ
リ
カ
と

（
日
〉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
大
差
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
不
当
な
理
由
で
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
は
、
フ
ラ
ナ
ガ
ン
に
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よ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
方
が
高
い
コ
ス
ト
に
つ
く
と
い
う
。

ヨ
l
ロ
y

パ
の
雇
用
保
護
条
例
で
は
「
懲
罰
的

そ
の
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
む
し
ろ
金
銭
に
よ
る
「
補
償
的
損
害
賠
償
」

現
実
の
被
害
額
以
上
の
賠
償
を
課
せ
ら
れ
る
）
は
原
則
上
適
用
可
能
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に

（
現
実
に
発
生
し
た
損
害
の
み
補
償
す

損
害
賠
償
」
（
雇
主
の
過
失
を
認
め
、

る
）
の
命
令
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
ア
メ
リ
カ
で
は
、
訴
訟
社
会
の
状
況
を
反
映
し
て
損
害
賠
償
額
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り

つ
ま
り
経
営
側
に
と
り
労
働
力
の
解
雇
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
従
っ
て
そ
の
決
定
に
は
慎
重
に
な

は
る
か
に
高
く
つ
く
と
い
う
。

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
状
況
は
決
し
て
ヨ

l
ロ
ッ
バ
に
固
有
の
現
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
方
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
と

も
い
え
る
の
だ
。

以
上
に
み
た
フ
ラ
ナ
ガ
ン
の
見
解
、
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
の
原
因
を
労
働
市
場
の
硬
直
性
に
求
め
る
見

方
は
相
対
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
労
働
市
場
の
硬
直
性
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
に
対
し
て
一
定
の
因
果

関
係
を
も
つ
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
雇
一
用
保
護
条
例
の
意
図
は
も
ち
ろ
ん
民
間
で
の
解
雇
を
国
家
の
側
か
ら
制
限
す
る
こ
と

で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
条
例
は
失
業
を
防
止
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
こ
の
法
律
の
た
め
に
企
業
は
労
働
力
の
採

用
に
際
し
て
そ
の
選
択
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
新
規
の
人
事
採
用
が
手
控
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ

た
。
他
方
で
よ
り
資
本
集
約
的
な
生
産
方
法
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
臨
時
雇
い
や
パ

l
ト
・
タ
イ
ム
と
い
っ
た
不
安
定
就
労

の
雇
用
が
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
は
等
し
く
四
一
%
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
は
四
七
Mm
で
あ
っ
た
。
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四
大
量
失
業
の
真
の
原
因
は
何
か

労
働
市
場
の
硬
直
性
は
経
営
側
に
と
っ
て
は
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

乙
の
問
題
は
失
業
の
原
因

と
し
て
は
実
質
賃
金
の
不
均
衡
の
問
題
に
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
需
要
不
足
の
問
題
に
し
ろ
実
質
賃
金
の
不

均
衡
の
問
題
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
確
か
に
失
業
を
発
生
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市
場

が
な
ぜ
そ
う
し
た
不
均
衡
を
取
り
除
か
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
大
量
失
業
の
状
況
を
前
に

し
て
な
ぜ
実
質
賃
金
は
下
が
ら
な
い
の
か
。
こ
の
間
い
に
対
し
明
確
な
答
え
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

グ
ル

I
グ
マ
ン
は

大
量
失
業
を
発
生
さ
せ
た
究
極
の
原
因
と
し
て
想
定
し
う
る
論
点
と
し
て
、

（

1
〉

3
ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
（
国

3
R同
町
田
町
〉
を
指
摘
し
て
い
る
。
最
後
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

－
技
術
進
歩
の
影
響
、

2
福
祉
国
家
の
も
た
ら
し
た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
、

1 

技
術
進
歩
の
影
響

生
産
技
術
の
急
速
の
進
歩
に
よ
り
生
産
方
法
が
資
本
集
約
的
（
労
働
節
約
的
）
に
な
る
と
、
既
存
の
労
働
力
は
他
の
生
産
分
野
へ

の
配
置
替
え
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
に
適
応
で
き
な
い
場
合
に
は
失
業
が
生
じ
る
と
い
う
推
論
は
リ
カ
l
ド
の
「
機
械
失
業
」
の
概

念
の
中
に
既
に
見
ら
れ
る
。

E
・
レ
l
デ
ラ

l
は
第
一
次
大
戦
以
後
の
時
代
に
つ
い
て
労
働
節
約
的
な
技
術
進
歩
に
よ
る
失
業
の
発

生
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

一
九
五

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
論
争
以
後
、
技
術
進
歩
は
生
産
を



拡
大
し
、
所
得
を
上
昇
さ
せ
、
消
費
を
増
大
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
認
識
が
経
済
学
者
の

聞
に
定
着
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
J
・フ

I
ラ
ス
チ
エ
は
こ
の
点
に
つ
き
非
常
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
九
封
。
し
か

《

5
v

し
「
機
械
失
業
」
の
懸
念
は
依
然
と
し
て
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
通
説
で
あ
り
、
最
近
で
は
W
－

w
・
ロ
ス
ト
ウ
や

p
・
F
・

ド
ラ
ッ
カ
ー
ら
も
こ
の
考
え
を
支
持
し
て
い
る
。

「
新
興
工
業
国
の
発
展
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雇
用
を
奪
う
」
と
い
う
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
主
張
も
、

「
機
械
失
業
」
と
同
一
の
議
論

で
あ
る
。
新
興
工
業
国
の
発
展
は
ヨ

I
ロ
ヅ
パ
の
労
働
集
約
的
工
業
を
海
外
へ
移
転
さ
せ
る
の
と
同
じ
結
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の

M
E化
に
伴
う
人
員
削
減
の
状
況
は
、

「
機
械
失
業
」
の
可
能
性
を
払
拭
し
え
な
い
も
の
に
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
「
機
械
失
業
」
を
大
量
失
業
の
究
極
の
原
因
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
二
つ
の
反
証
が
払
記
。

一
つ
は
、
資
本
集
約
性
が

高
ま
っ
た
こ
と
が
失
業
の
原
因
で
あ
る
な
ら
ば
残
さ
れ
た
労
働
力
の
単
位
当
り
生
産
性
が
上
昇
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
一

九
七
三
年
以
後
生
産
性
は
減
速
し
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
労
働
が
節
約
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
生
産
コ
ス
ト
に
占
め
る
労
働
コ

ス
ト
の
シ
ェ
ア
は
当
然
低
下
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

一
九
六

0
年
代
以
来
こ
の
シ
ェ
ア
は
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ヨーロッパの失業問題

2 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
と
ギ
エ
ル
シ
ュ
は
各
種
補
助
金
や
政
府
調
達
を
通
じ
た
国
家
の
市
場
へ
の
大
規
模
な
介
入
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

阻
害
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
停
滞
と
大
量
失
業
の
根
本
原
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
ら
は
こ
の
事
態
を
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
病
」
と
名
付
け
た
。
既
に
述
べ
た
労
働
市
場
の
硬
直
性
の
問
題
は
こ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
に
他
な
ら
な
い
。
労
働
党
政
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権
下
の
イ
ギ
リ
ス
や
社
会
民
主
党
政
権
下
の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
所
得
の
再
分
配
の
た
め
に

G
N
P
に
占
め
る
公
的
支
出
の
シ
ェ
ア
が



引
き
上
げ
ら
れ
、
市
場
の
不
完
全
性
が
強
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
政
権
が
現
在
の
保
守
党
政
権
に
と
っ
て
替
え
ら
れ
た
後
で
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も
、
福
祉
国
家
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
ヨ
l
ロ
ず
パ
病
」
の
議
論
が
「
機
械
失
業
」
説
よ
り
説
得
力
を
も
っ
点
は
、
こ
の
議
論
に
よ
っ
て
失
業
の
増
大
と
生
産
性
の
低

下
を
同
時
に
説
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
長
期
的
、
漸
進
的
な
性
格
を
も
っ
「
ヨ

l
ロ
y
パ
病
」
が
な
ぜ
オ
イ
ル
シ
ョ
？
ク

を
契
機
に
し
て
突
然
顕
在
化
し
た
の
か
。
こ
の
議
論
で
は
一
時
的
な
シ
ョ
ッ
ク
と
長
期
的
な
市
場
の
不
完
全
性
と
の
関
連
が
う
ま
く

説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
最
近
論
じ
ら
れ
て
い
る
ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
の
議
論
は
、

一
時
的
シ
ョ

y

ク
が
い
か
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
長

期
の
停
滞
に
結
び
つ
く
か
に
つ
い
て
、
も
っ
と
明
確
な
説
明
を
与
え
て
い
る
。

3 

ヒ
ス
－
ア
レ
シ
ス

ヨ
l
ロ
y

パ
の
大
量
失
業
が
一
向
に
是
正
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、

ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
（
「
履
歴
効
果
」
）
の
仮
説
を
提
唱
し
た
。
ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
と
は
元
来
物
理
学
の
専
門
用
語
で
あ
り
、
過
去
の
変
化
に

対
す
る
反
応
が
現
在
の
均
衡
状
態
に
対
し
て
粘
着
性
を
も
っ
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
二
桁
の
高
失
業
率
が
景
気
が
好

ブ
ラ
ン
チ
ャ
l
ド
と
サ
マ
l
ズ
は
、

転
し
て
も
イ
ン
フ
レ
の
加
速
も
減
速
も
伴
わ
ず
に
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
実
の
高
失
業
率
と
パ
ラ
レ
ル
に
「
自
然
失
業
率
」
が

上
昇
し
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
自
然
失
業
率
」
に
関
す
る
サ
ッ
ク
ス
の
議
論
は
、
高
ま
っ
た
「
自
然
失
業
率
」
が

現
実
の
失
業
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
た
。
ま
ず
「
自
然
失
業
率
」
が
上
昇
す
る
た
め
イ
ン
フ
レ
の
加
速
を
警
戒
し
て

政
府
は
需
要
拡
大
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
従
っ
て
そ
の
た
め
に
現
実
の
失
業
が
一
層
増
大
す
る
と
い
う
ロ
ジ
y
グ
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
仮
説
で
は
、
逆
に
現
実
の
失
業
率
の
上
昇
が
「
自
然
失
業
率
」
を
高
め
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
過
去

の
一
時
的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
大
量
失
業
が
発
生
し
た
と
す
る
と
、

ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
効
果
が
作
用
し
て
高
失
業
率
が
長
期
に
わ
た
っ
て



継
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
均
衡
状
態
と
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
過
去
の
一
時
的
シ
ヨ
ず
グ
と
は
、

0
年
代
で
は
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ

y

ク
、
学
生
反
乱
に
続
い
た
労
使
関
係
の
悪
化
で
あ
り
、

九
七

一
九
八

0
年
代
で
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ

ヨ
y

ク
、
実
質
高
金
利
、
ド
ル
高
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
過
去
の
一
時
的
シ
ョ

y

グ
に
対
す
る
反
応
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
通
じ
て
将
来
の
高
失
業
率
を
も
た
ら
す
の
か
。
ま
ず

第
一
に
、
投
資
の
減
少
が
労
働
需
要
曲
線
を
引
き
下
げ
、
こ
の
状
態
が
長
期
的
に
需
要
不
足
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

な
る
ほ
ど
ヨ
I
ロ
V

パ
諸
国
の
設
備
稼
動
率
は
一
九
七

0
年
代
の
半
ば
以
降
低
下
し
て
い
な
い
問
、
設
備
稼
動
率
は
と
も
あ
れ
、
資

本
ス
ト
ず
グ
の
水
準
そ
の
も
の
が
低
位
に
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
仮
設
が
考
え
て
い
る
失
業
の
長
期
化
を
も
た
ら
し
た
よ
り
根
本
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
「
人
的
資
本
」
の
ス
キ
ル
の
減
退
と
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
へ
の
労
働
市
場
の
分
断
化
の
影
響
で
あ
る
。
労
働
者
が
一
旦
解
雇
さ
れ

れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ
ま
で
有
し
て
い
た
技
能
を
維
持
し
、

ま
た
更
に
一
層
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
当
然
閉
ざ
さ
れ
る
。
そ
し
て
解

雇
期
聞
が
長
期
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
技
能
は
一
層
退
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
高
年
層
の
こ
う
し
た
長
期
失
業
者
に
と
り
、
新
し

い
職
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
ま
ず
ま
ず
困
難
と
な
る
。
更
に
大
量
失
業
の
下
で
は
、
有
能
な
労
働
力
で
あ
っ
て
も
自
ら
の
技
能
を
ア

ヨーロッパの失業問題

ピ
l
ル
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
経
営
側
に
と
っ
て
も
長
期
失
業
者
は
必
要
な
技
能
と
品
行
の
喪
失
者
と
み

な
さ
れ
、
彼
ら
は
現
役
労
働
者
と
の
職
場
の
獲
得
競
争
に
勝
ち
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
雇
用
チ
ャ
ン
ス
が
閉
ざ
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
労
働
組
合
に
よ
る
賃
金
決
定
の
方
式
で
あ
る
。
労
働

組
合
は
現
役
の
労
働
者
、
あ
る
い
は
ご
く
最
近
失
職
し
た
労
働
者
の
利
害
を
代
表
し
て
い
る
。
賃
金
決
定
に
は
メ
ン
バ
ー
シ
y
プ
を

保
障
さ
れ
た
現
役
労
働
者
が
大
き
な
力
を
も
っ
場
合
が
多
い
。
こ
の
場
合
な
ん
ら
か
の
シ
ョ

y

ク
で
大
量
失
業
が
発
生
し
て
も
、
人
」よ二
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業
に
残
っ
た
労
働
者
は
依
然
と
し
て
高
賃
金
を
要
求
し
続
け
る
。
労
働
の
限
界
生
産
性
の
低
い
長
期
失
業
者
の
雇
用
を
可
能
に
す
る



よ
う
な
低
い
水
準
の
賃
金
決
定
は
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
チ
ャ
1
ド
と
サ
マ

I
ズ
は
以
上
の
理
由
か
ら
、
長
期
失
業
者
の

数
が
増
え
る
に
従
っ
て
「
自
然
失
業
率
」
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
ふ
問
。
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ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
仮
説
に
対
し
て
は
い
く
つ
か
の
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ナ
ガ
ン
は
、
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ウ
ト
サ
イ

（

t
u〉

ダ
l
モ
デ
ル
」
で
は
賃
金
決
定
に
際
し
て
の
経
営
側
の
交
渉
力
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
グ
ル

l
グ
マ
ン
は
、
こ
の
モ
デ

ル
で
は
一
九
六

0
年
代
に
農
業
か
ら
離
脱
し
た
大
量
の
低
賃
金
労
働
力
、
そ
し
て
昨
今
の
低
賃
金
の
外
国
人
労
働
力
の
存
在
を
説
明

（
日
目
）

す
る
こ
と
、
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
こ
の
仮
説
は
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
」
の
現
実
を
踏
ま
え
て
み
れ
ば
よ
り
説
得
力

を
も
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
実
質
賃
金
の
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
状
態
で
一
時
的
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
す
れ
ば
、
投
資
不

足
の
影
響
は
よ
り
深
刻
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
寛
大
な
失
業
補
償
制
度
が
あ
り
、
共
同
決
定
が
容
認
さ
れ
て
い
れ
ば
、
経
営
側
は
た

と
え
失
業
率
が
上
昇
し
て
も
組
合
の
賃
金
決
定
へ
の
発
言
権
を
全
く
封
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
チ
ャ

l
ド
と
サ
マ

l
ズ
は
目
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
の
状
況
は
、
「
大
不
況
」
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の

（

口

）

状
況
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
大
量
失
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
が
下
が
ら
な
い
状
況
は
当
時
も
今
も
同
じ
で
あ
り
、

当
時
に
お
い
て
も
長
期
失
業
者
の
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
大
量
失
業
は
第
三
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
る
軍
需
拡
大

に
よ
っ
て
初
め
て
解
消
さ
れ
た
。
軍
需
を
一
挙
に
拡
大
し
つ
つ
、
政
府
は
強
力
な
物
価
統
制
を
敷
い
て
イ
ン
フ
レ
の
爆
発
を
抑
え
込

ん
だ
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
チ
ャ

l
ド
と
サ
マ

l
ズ
は
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
う
一
度
戦
争
を

起
こ
せ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
現
状
に
対
し
て
以
上
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
の
政
策
提
言
は
か
な

り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
所
得
政
策
と
需
要
拡
大
策
と
を
組
み
合
わ
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（

1
〉

（

2
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ま
と
め

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
量
失
業
の
真
の
原
因
は
何
か
。
高
い
失
業
率
が
な
ぜ
長
期
に
わ
た
り
持
続
し
て
い
る
の
か
。
宣
【
の
原
因
が
つ
き

と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
適
切
な
経
済
政
策
は
講
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
間
題
に
対
し
て
、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
諸
種
の
議
論
が
提
出
さ
れ

て
き
た
が
、
経
済
学
者
は
確
固
と
し
た
解
答
を
与
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
自
の
研
究
者
は
、
ヨ
ー

ロ
y
パ
の
失
業
問
題
を
ヨ
l

p

y
パ
の
社
会
制
度
に
由
来
す
る
固
有
の
問
題
と
し
て
把
え
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
他
方
、
最
近

の
ア
メ
リ
カ
の
労
働
経
済
学
の
分
野
で
開
発
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
理
論
モ
デ
ル
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
に
適
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
冷
や
や
か
な
態
度
を
と
る
ヨ

I
ロ
y

パ
の
経
済
学
者
も
少
な
く
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
は
ほ
ん
と
う
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ
る
。

「
職
探
し
の
理
論
」
が
教
え
る
よ

う
に
、
寛
大
な
保
険
制
度
の
た
め
に
ヨ

l
ロ
y

パ
の
失
業
は
「
自
発
的
失
業
」
の
側
面
も
あ
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
南
部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
「
地
下
経
済
」
の
繁
栄
ぶ
り
を
見
る
に
つ
き
、
問
題
の
深
刻
さ
は
あ
る
程
度
割
り
引
い
て
考

え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
問
題
の
す
り
替
え
に
な
っ
て
し
ま
う
。

労
働
経
済
学
の
教
え
る
「
契
約
理
論
」
、
「
好
率
賃
金
理
論
」
、
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
モ
デ
ル
」
は
、
実
質
賃
金
が

な
ぜ
硬
直
的
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
問
題
の
現
象
形
態
に
合
わ
せ
て
理
論



的
整
合
性
を
付
与
す
る
た
め
に
後
追
い
的
に
行
わ
れ
た
試
み
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
筆
者
に
は
む
し
ろ
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
が

い
う
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
失
業
問
題
は
基
本
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
停
滞
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
は
戦
後
の
高
度

成
長
を
支
え
た
経
済
発
展
の
パ
タ
ー
ン
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
現
在
新
し
い
経
済
発
展

の
パ
タ
ー
ン
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
現
在
の
ヨ

l
ロ
y
パ
の
経
済
停
滞
は
経
済
発
展
の
長
期
波
動
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
構
造
的

転
換
点
の
表
れ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（

1
）

k
r
F
E
L
宮
口

F
S・ロ
r
J
H
Y
E
ω
・
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
考
え
る
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
度
成
長
を
支
え
た
条
件
と
は
、
①
農
業
か

ら
の
労
働
力
離
脱
や
東
部
、
南
部
か
ら
の
労
働
力
移
住
に
よ
り
低
コ
ス
ト
の
労
働
力
を
利
用
で
き
た
、
②
七
大
メ
ジ
ャ
ー
の
中
東
油
田
支
配
に

よ
り
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
さ
れ
た
、
③
ア
メ
リ
カ
の
技
術
を
導
入
で
き
た
、
④
個
人
所
得
の
増
大
に
よ
り
国
内
市
場
が
深
化
し
た
上

に、

E
C、
E
F
T
A
の
結
成
に
よ
り
市
場
が
拡
大
し
て
「
規
模
の
経
済
」
が
実
現
し
た
、
⑤
為
替
の
過
小
評
価
に
よ
り
輸
出
主
導
型
の
成
長

が
行
わ
れ
た
、
⑤
イ
ン
フ
ラ
、
建
築
、
鉄
鋼
、
化
学
、
自
動
車
、
機
械
、
家
電
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
産
業
で
の
生
産
が
拡
大
し
た
、
⑦

西
ド
イ
ツ
の
社
会
的
市
場
経
済
や
フ
ラ
ン
ス
の
計
画
経
済
に
み
ら
れ
る
経
済
政
策
が
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ヨーロッパの失業問題
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